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【 請 求 項 １ 】
　

を 用 い て 無 線 通 信 を 行 う た め の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 を 行
う 第 １ の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 部 と 、
　
帯 域 を 持 つ 第 ２ チ ャ ネ ル を 用 い て 無 線 通 信 を 行 う た め の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 を 行 う 第 ２
の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 部 と 、
　 前 記 第 １ チ ャ ネ ル の キ ャ リ ア セ ン ス 状 態 を 管 理 し て 前 記 第 １ チ ャ ネ ル が 特
定 の 空 き 条 件 を 満 た し た か 否 か を 判 定 す る 状 態 管 理 部 と 、
　 前 記 状 態 管 理 部 か ら 前 記 第 １ チ ャ ネ ル が 前 記 特 定 の 空 き 条 件 を 満 た し た 旨 の 判 定
結 果 を 受 け て 前 記 第 １ チ ャ ネ ル を 仮 想 キ ャ リ ア セ ン ス に よ り 第 １ の 一 定 期 間 占 有 す
る こ と を 宣 言 す る 第 １ フ レ ー ム を 生 成 し 、 該 第 １ フ レ ー ム を 前 記 第 １ の 物 理 層 プ ロ ト コ ル
処 理 部 に よ り 送 信 さ せ

る 制 御 を 行
う 第 １ の 制 御 部 と を 具 備 す る 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】

【 請 求 項 ３ 】

【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ チ ャ ネ ル を 仮 想 キ ャ リ ア セ ン ス に よ り 解 放 さ せ る を 生 成 し 、 該

を 前 記 第 ２ の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 部 に よ り 送 信 さ せ る 制 御 を 行 う 第 ２ の 制 御
部 具 備 す る 無 線 通 信 装 置 。

第 １ の 帯 域 幅 を そ れ ぞ れ 有 す る ２ つ の 第 １ チ ャ ネ ル の う ち の 一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル ま た は
他 方 の 第 １ チ ャ ネ ル の い ず れ か

前 記 第 １ の 帯 域 幅 よ り 広 い 第 ２ の 帯 域 幅 を 有 し か つ 前 記 ２ つ の 第 １ チ ャ ネ ル と 重 複 す る

一 方 の 一 方 の

一 方 の
一 方 の

、 前 記 他 方 の 第 １ チ ャ ネ ル を 第 ２ の 一 定 期 間 占 有 す る こ と を 宣 言 す
る 第 ２ フ レ ー ム を 生 成 し 、 該 第 ２ フ レ ー ム を 前 記 第 １ フ レ ー ム の 送 信 の 後 に 前 記 第 １ の 物
理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 部 又 は 前 記 第 ２ の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 部 に よ り 送 信 さ せ

　 前 記 第 ２ フ レ ー ム は 、 前 記 他 方 の 第 １ チ ャ ネ ル の み を 用 い て 無 線 通 信 を 行 う 受 信 端 末 に
お い て 復 号 可 能 な ヘ ッ ダ 部 を 有 す る 請 求 項 １ 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。

　 前 記 第 １ の 制 御 部 は 、 前 記 第 ２ フ レ ー ム の 送 信 の 後 に 、 前 記 第 ２ の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処
理 部 に よ り 前 記 第 ２ チ ャ ネ ル を 用 い た フ レ ー ム 交 換 を 行 わ せ る 制 御 を 行 う 請 求 項 １ 記 載 の
無 線 通 信 装 置 。

第 ３ フ レ ー ム 第
３ フ レ ー ム

を さ ら に 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の



【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ チ ャ ネ ル を を 宣 言 す る を 生 成 し 、 該

を 前 記 第 ２ の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 部 に よ り 送 信 さ せ る 制 御 を 行 う 第 の 制 御
部 具 備 す る 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 の 一 定 期 間 は 、 引 き 続 く フ レ ー ム 交 換 シ ー ケ ン ス に 必 要 な 期 間 で あ る 請 求 項

記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 無 線 通 信 装 置 は ネ ッ ト ワ ー ク の 一 部 を 形 成 し 、 前 記 第 １ チ ャ ネ ル を 用 い て ネ
ッ ト ワ ー ク 属 性 の 送 信 を 行 う よ う に 前 記 第 １ の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 部 を 制 御 す る ネ ッ ト
ワ ー ク シ ス テ ム 管 理 部 を さ ら に 具 備 す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か １ 項 記 載 の 無 線 通 信 装
置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 無 線 通 信 装 置 は ネ ッ ト ワ ー ク の 一 部 を 形 成 し 、 前 記 第 １ チ ャ ネ ル に よ っ て の
み ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 制 御 を 受 け 付 け る ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 管 理 部 を さ ら に 具 備 す る 請 求
項 １ 乃 至 の い ず れ か １ 項 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ チ ャ ネ ル の 第 １ の 使 用 率 及 び 第 ２ チ ャ ネ ル の 第 ２ の 使 用 率 を 測 定 し
、 該 第 １ 及 び 第 ２ の 使 用 率 に 基 づ い て 前 記 第 １ チ ャ ネ ル を 用 い て 無 線 通 信 を 行 う 期
間 の 長 さ 及 び 前 記 第 ２ チ ャ ネ ル を 用 い て 無 線 通 信 を 行 う 期 間 の 長 さ を 制 御 す る チ ャ ネ ル 状
態 管 理 部 を さ ら に 具 備 す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か １ 項 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 制 御 部 は 、 前 記 第 １ チ ャ ネ ル か ら 第 ２ チ ャ ネ ル へ の 切 り 替 え 指 示
を 前 記 第 １ フ レ ー ム に 含 ま せ

請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か １ 項 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 第 の 制 御 部 は 、 前 記 第 ２ チ ャ ネ ル か ら 第 １ チ ャ ネ ル へ の 切 り 替 え 指 示 を 前 記 第
フ レ ー ム に 含 ま せ

行 う 請 求 項 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 状 態 管 理 部 は 、 前 記 第 １ チ ャ ネ ル が 予 め 指 定 さ れ た 固 定 期 間 に わ た り 空 き 状 態 を 継
続 し た こ と を も っ て 前 記 特 定 の 空 き 条 件 を 満 た し た と 判 定 す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か
１ 項 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 状 態 管 理 部 は 、 前 記 第 １ チ ャ ネ ル が 予 め 指 定 さ れ た 固 定 期 間 と 擬 似 乱 数 に よ り 定 め
ら れ る 期 間 に わ た り 空 き 状 態 を 継 続 し た こ と を も っ て 前 記 特 定 の 空 き 条 件 を 満 た し た と 判
定 す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か １ 項 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 状 態 管 理 部 は 、 前 記 第 １ チ ャ ネ ル の キ ャ リ ア セ ン ス 状 態 及 び 第 ２ チ ャ ネ ル の キ ャ リ
ア セ ン ス 状 態 を 管 理 し 、 か つ 無 線 通 信 に 現 在 利 用 さ れ て い る 第 １ チ ャ ネ ル の キ ャ リ ア セ ン
ス 状 態 に 基 づ い て 前 記 第 １ チ ャ ネ ル が 前 記 特 定 の 空 き 条 件 を 満 た し た か 否 か を 判 定
す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か １ 項 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 状 態 管 理 部 は 、 第 １ チ ャ ネ ル の キ ャ リ ア セ ン ス 状 態 を 合 成 し て 前 記 第 ２
チ ャ ネ ル の キ ャ リ ア セ ン ス 状 態 と 見 な す 請 求 項 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】

の キ ャ
リ ア セ ン ス 状 態 を 管 理 し て 前 記 第 １ チ ャ ネ ル が 特 定 の 空 き 条 件 を 満 た し た か 否 か を
判 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ チ ャ ネ ル が 前 記 特 定 の 空 き 条 件 を 満 た し た と き 前 記 第 １ チ ャ ネ ル
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用 い る 無 線 通 信 の 期 間 終 了 第 ４ フ レ ー ム 第
４ フ レ ー ム ３

を さ ら に 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の

１ １
乃 至 ５ の い ず れ か １ 項

一 方 の

５

一 方 の

５

一 方 の 前 記
一 方 の

５

一 方 の 前 記
て 該 第 １ フ レ ー ム を 前 記 第 １ の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 部 に よ

り 送 信 さ せ る 制 御 を 行 う ５

前 記 ３ ４
て 該 第 ４ フ レ ー ム を 前 記 第 ２ の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 部 に よ り 送 信 さ せ

る 制 御 を ５

５

５

一 方 の
５

前 記 ２ つ の
１ ４

　 第 １ の 帯 域 幅 を そ れ ぞ れ 有 す る ２ つ の 第 １ チ ャ ネ ル の う ち の 一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル
一 方 の

一 方 の 一 方 の



を 仮 想 キ ャ リ ア セ ン ス に よ り 第 １ の 一 定 期 間 占 有 す る こ と を 宣 言 す る 第 １ フ レ ー ム を 生 成
し 、 該 第 １ フ レ ー ム を 前 記 第 １ チ ャ ネ ル に よ り 送 信 す る ス テ ッ プ と
　

を 具 備 す る 無 線 通 信 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　
帯 域 を 持 つ 第 ２ チ ャ ネ ル を 仮 想 キ ャ リ ア セ ン ス に よ り 解 放 さ せ る を 生 成 し 、
該 を 前 記 第 ２ チ ャ ネ ル に よ り 送 信 す る ス テ ッ プ を 具 備 す る

無 線 通 信 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　
帯 域 を 持 つ 第 ２ チ ャ ネ ル を 宣 言 す る を 生 成 し 、
該 を 前 記 第 ２ チ ャ ネ ル に よ り 送 信 す る ス テ ッ プ を 具 備 す る

無 線 通 信 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　

　

　

　 前 記

【 請 求 項 ２ ０ 】
　 上 に 監 視
　 前 記 第 １ チ ャ ネ ル が 一 定 期 間 空 き 状 態 で あ る 場 合 に 前 記 第 １ チ ャ ネ ル を 用
い て 前 記 送 信 端 末 と 宛 先 端 末 間 で 送 信 要 求 ／ 送 信 要 求 確 認 フ レ ー ム を 交 換 す る こ と に
よ り 前 記 チ ャ ネ ル を 予 約
　 前 記 第 １ チ ャ ネ ル に お い て 送 信 要 求 フ レ ー ム を 受 信 し た 宛 先 端 末 が

を 監 視
　 が 一 定 時 間 空 き 状 態 で あ る 場 合 に 前 記 宛 先 端 末 が 前 記

を 用 い て 送 信 要 求 確 認 フ レ ー ム を 送 信 す る こ と に よ り 前 記
を 予 約 す る 無 線 通 信 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 を 管 理 し て い る 制 御 端 末 が 前 記
を 用 い て Ｐ ｏ ｌ ｌ フ レ ー ム を 送 信 す る こ と に よ り 前 記 の 使 用 を 前 記 送
信 端 末 に 許 可 す る ス テ ッ プ を 具 備 す る 無 線 通 信 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 送 信 端 末 に 対 し 送 信 許 可 を 与 え る Ｐ ｏ ｌ ｌ フ レ ー ム を 送 信 す る た め の ポ ー リ ン グ 制
御 を ポ ー リ ン グ ス ケ ジ ュ ー ル に 従 い ポ ー リ ン グ 制 御 端 末 が 実 行 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ チ ャ ネ ル を 予 約 し た の ち に 、 前 記 送 信 端 末 か ら 前 記 ポ ー リ ン グ 制 御 端 末
に 対 し 前 記 Ｐ ｏ ｌ ｌ フ レ ー ム の 送 信 を 要 求 す る 要 求 フ レ ー ム を 送 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 要 求 フ レ ー ム に 対 す る 応 答 フ レ ー ム を 受 信 し た ら 、 前 記 送 信 端 末 が 前 記 Ｐ ｏ ｌ ｌ フ
レ ー ム の 受 信 を 待 機 す る ス テ ッ プ と
　 前 記 Ｐ ｏ ｌ ｌ フ レ ー ム の 受 信 に よ り 送 信 許 可 を 得 た の ち

無 線 通 信 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 受 信 待 機 が 一 定 時 間 を 越 え た ら 前 記 デ ー タ の
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一 方 の 、
前 記 ２ つ の 第 １ チ ャ ネ ル の う ち の 他 方 の 第 １ チ ャ ネ ル を 第 ２ の 一 定 期 間 占 有 す る こ と を

宣 言 す る 第 ２ フ レ ー ム を 生 成 し 、 該 第 ２ フ レ ー ム を 前 記 第 １ フ レ ー ム の 送 信 の 後 に 前 記 他
方 の 第 １ チ ャ ネ ル に よ り 送 信 す る ス テ ッ プ と

前 記 第 １ の 帯 域 幅 よ り 広 い 第 ２ の 帯 域 幅 を 有 し か つ 前 記 ２ つ の 第 １ チ ャ ネ ル と 重 複 す る
第 ３ フ レ ー ム

第 ３ フ レ ー ム さ ら に 請 求 項 １ ６
に 記 載 の

前 記 第 １ の 帯 域 幅 よ り 広 い 第 ２ の 帯 域 幅 を 有 し か つ 前 記 ２ つ の 第 １ チ ャ ネ ル と 重 複 す る
を 用 い る 無 線 通 信 の 期 間 終 了 第 ４ フ レ ー ム

第 ４ フ レ ー ム さ ら に 請 求 項 １ ６
又 は １ ７ 記 載 の

第 １ の 帯 域 幅 を そ れ ぞ れ 有 す る ２ つ の 第 １ チ ャ ネ ル の う ち の 一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル 上 に お
け る フ レ ー ム 送 信 の 有 無 を 監 視 す る ス テ ッ プ と 、

前 記 一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル が 一 定 期 間 空 き 状 態 で あ る 場 合 に 、 前 記 一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル に
特 定 の フ レ ー ム を 送 信 す る こ と に よ り 前 記 一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル を 予 約 す る ス テ ッ プ と 、

前 記 一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル の 予 約 の 後 に 、 前 記 他 方 の 第 １ チ ャ ネ ル を 予 約 す る ス テ ッ プ と
、

一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル 及 び 前 記 他 方 の 第 １ チ ャ ネ ル を 予 約 し た ら 、 前 記 第 １ の 帯 域 幅
よ り 広 い 第 ２ の 帯 域 幅 を 有 し か つ 前 記 ２ つ の 第 １ チ ャ ネ ル と 重 複 す る 帯 域 を 持 つ 第 ２ チ ャ
ネ ル を 用 い て デ ー タ を 送 信 す る ス テ ッ プ と を 具 備 す る 無 線 通 信 方 法 。

前 記 一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル お け る フ レ ー ム 送 信 の 有 無 を 送 信 端 末 が し 、
一 方 の 一 方 の

と の
一 方 の 第 １ し 、

一 方 の 前 記 他 方 の 第
１ チ ャ ネ ル し 、

前 記 他 方 の 第 １ チ ャ ネ ル 他 方 の 第
１ チ ャ ネ ル 他 方 の 第 １ チ ャ ネ ル

請 求 項 １ ９ 記 載 の

前 記 他 方 の 第 １ チ ャ ネ ル ポ ー リ ン グ 他 方 の 第 １ チ ャ ネ ル
他 方 の 第 １ チ ャ ネ ル

さ ら に 請 求 項 ２ ０ 記 載 の

一 方 の

を さ ら に 具 備 し 、
前 記 デ ー タ は 、 に 送 信 す る 請 求

項 ２ ０ 記 載 の

前 記 要 求 フ レ ー ム に 対 す る 応 答 フ レ ー ム の



送 信 に 用 い る チ ャ ネ ル を 変 更 す る ス テ ッ プ を さ
ら に 具 備 す る 請 求 項 記 載 の 無 線 通 信 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 送 信 端 末 に 対 し 送 信 許 可 を 与 え る Ｐ ｏ ｌ ｌ フ レ ー ム を 送 信 す る た め の ポ ー リ ン グ 制
御 を ポ ー リ ン グ ス ケ ジ ュ ー ル に 従 い ポ ー リ ン グ 制 御 端 末 が 実 行 す る ス テ ッ プ と 、
　

　

　 前 記 応 答 情 報 を 受 信 し た ら 、 前 記 送 信 端 末 が 前 記 Ｐ ｏ ｌ ｌ フ レ ー ム の 受 信 を 待 機 す る ス
テ ッ プ と 、
　 前 記 Ｐ ｏ ｌ ｌ フ レ ー ム の 受 信 に よ り 送 信 許 可 を 得 た の ち

無 線 通 信 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 の 受 信 待 機 が 一 定 時 間 を 越 え た ら 前 記 デ ー タ の 送 信 に 用
い る チ ャ ネ ル を 変 更 す る ス テ ッ プ を さ ら に 具 備
す る 請 求 項 記 載 の 無 線 通 信 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 Ｐ ｏ ｌ ｌ フ レ ー ム を 受 信 す る 受 信 予 定 時 刻 を 算 出 す る ス テ ッ プ と 、
　 算 出 さ れ た 受 信 予 定 時 刻 に 前 記 Ｐ ｏ ｌ ｌ フ レ ー ム を 受 信 で き る よ う に 、 前 記 第 １ チ ャ ネ
ル を 予 約 す る た め の 送 信 要 求 フ レ ー ム の 送 信 時 刻 を 算 出 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ チ ャ ネ ル の 予 約 を 、 前 記 送 信 時 刻 か ら 開 始 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 Ｐ ｏ ｌ ｌ フ レ ー ム の 受 信 に よ り 送 信 許 可 を 得 た の ち

無 線 通 信 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 送 信 端 末 は 、
　 前 記 第 １ チ ャ ネ ル の 予 約 を 完 了 し て か ら の 一 定 時 間 の 経 過 を 検 出 す る ス テ ッ プ と
、
　 前 記 一 定 時 間 の 経 過 を 契 機 に 前 記 を 用 い る 通 信 を 開 始 す る ス テ
ッ プ と を 実 行 す る 請 求 項 記 載 の 無 線 通 信 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 送 信 端 末 は 、
　 前 記 第 １ チ ャ ネ ル の 予 約 を 完 了 し て か ら の 一 定 時 間 の 経 過 を 検 出 す る ス テ ッ プ と
、
　 前 記 一 定 時 間 の 経 過 ま で に 前 記 制 御 端 末 か ら の 前 記 Ｐ ｏ ｌ ｌ フ レ ー ム が 未 受 信 で あ る な
ら ば 、 前 記 を 用 い る 通 信 を 開 始 す る ス テ ッ プ と を 実 行 す る 請 求 項

記 載 の 無 線 通 信 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
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前 記 第 ２ チ ャ ネ ル か ら 前 記 第 １ チ ャ ネ ル に
２ ２

前 記 ポ ー リ ン グ 制 御 端 末 に 対 し て Ｐ ｏ ｌ ｌ フ レ ー ム の 送 信 を 要 求 す る 要 求 情 報 を 含 め て
前 記 送 信 要 求 フ レ ー ム を 送 信 す る ス テ ッ プ と 、

前 記 送 信 端 末 が 、 前 記 要 求 情 報 に 対 す る 応 答 情 報 を 前 記 ポ ー リ ン グ 制 御 端 末 か ら 受 信 す
る ス テ ッ プ と 、

を さ ら に 具 備 し 、
前 記 デ ー タ は 、 に 送 信 す る 請 求

項 ２ ０ 記 載 の

前 記 要 求 情 報 に 対 す る 応 答 情 報
前 記 第 ２ チ ャ ネ ル か ら 前 記 第 １ チ ャ ネ ル に

２ ４

を さ ら に 具 備 し 、
前 記 デ ー タ は 、 に 送 信 す る 請 求

項 ２ １ 乃 至 ２ ５ の い ず れ か に 記 載 の

一 方 の

一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル の み
２ ０

一 方 の

一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル の み
２ １

　 第 １ の 帯 域 幅 を そ れ ぞ れ 有 す る ２ つ の 第 １ チ ャ ネ ル の う ち の 一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル ま た は
他 方 の 第 １ チ ャ ネ ル の い ず れ か を 用 い て 無 線 通 信 を 行 う た め の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 を 行
う 第 １ の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 部 と 、
　 前 記 第 １ の 帯 域 幅 よ り 広 い 第 ２ の 帯 域 幅 を 有 し か つ 前 記 ２ つ の 第 １ チ ャ ネ ル と 重 複 す る
帯 域 を 持 つ 第 ２ チ ャ ネ ル を 用 い て 無 線 通 信 を 行 う た め の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 を 行 う 第 ２
の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 部 と 、
　 前 記 一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル の キ ャ リ ア セ ン ス 状 態 を 管 理 し て 前 記 一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル が 特
定 の 空 き 条 件 を 満 た し た か 否 か を 判 定 す る 状 態 管 理 部 と 、
　 前 記 状 態 管 理 部 か ら 前 記 一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル が 前 記 特 定 の 空 き 条 件 を 満 た し た 旨 の 判 定
結 果 を 受 け て 、 前 記 一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル を 予 約 す る た め に 特 定 の フ レ ー ム を 前 記 第 １ の 物
理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 部 に よ り 送 信 さ せ 、 前 記 一 方 の 第 １ チ ャ ネ ル の 予 約 の 後 に 前 記 他 方 の
第 １ チ ャ ネ ル に つ い て も 予 約 で き た な ら ば 、 前 記 第 ２ チ ャ ネ ル を 用 い て デ ー タ を 送 信 す る



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 40M / 20M MIMO AP、 40M / 20M MIMO STA及 び 40M / 20M STAが 20M_ch_aの フ レ ー ム と 40
M_chの フ レ ー ム を 動 作 モ ー ド の 切 り 替 え な し に 送 受 信 で き る な ら ば （ 特 に 20M_ch_aか 40M_
chか 予 め 決 め ず に 、 い ず れ の フ レ ー ム で も 受 信 で き る な ら ば 、 手 順 は よ り 簡 単 に な る 。
40M / 20M MIMO APが 20M_ch_bだ け を 占 有 と 宣 言 し た 状 態 で 、 20M_ch_aと 40M_chの フ レ ー
ム を 取 り 混 ぜ て 交 換 す れ ば よ い 。
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よ う 前 記 第 １ の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 部 又 は 前 記 第 ２ の 物 理 層 プ ロ ト コ ル 処 理 部 を 制 御 す
る 制 御 部 と 、 を 具 備 す る 無 線 通 信 装 置 。

）

尚 、 図 ６ の 動 作 例 に お い て 40M/20M MIMO APが 20M_ch_bを 確 保 し よ う と す る 際 に 、 20M_c
h_bが あ る 一 定 以 上 の 期 間 ビ ジ ー 状 態 で 、 ch_b占 有 宣 言 フ レ ー ム F2を 送 信 す る 機 会 を 見 出
せ な い 場 合 も あ り え る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 40_ch期 間 の 開 始 を 諦 め 、 40M/20M MIMO AP
が Ch_a開 放 フ レ ー ム を 送 信 し て 、 20M_ch期 間 を 再 開 し て も 良 い 。 40M/20M MIMO STAと 40M/
20M STAが 、 40M PHYモ ー ド で も 20M_ch_aを 受 信 で き る 場 合 に は 、 Ch_a開 放 フ レ ー ム に よ り
40M_ch期 間 が 開 始 さ れ な い こ と を 通 知 で き る の で 、 PHYモ ー ド も 制 御 で き る 。 ま た 、 BSS全
体 で タ イ ム ア ウ ト の 値 を 共 有 し て （ 例 え ば 、 ビ ー コ ン に 含 ま れ る 情 報 や 、 ア ソ シ エ ー シ ョ
ン 時 に 交 換 す る 情 報 に よ り 共 有 す る ） 、 40M/20M MIMO STA、 40M/20M STAは 、 40M ch開 放
フ レ ー ム を 一 定 期 間 受 信 し な か っ た ら 、 PHYモ ー ド を 20M_ch_aに 戻 す よ う に し て も 良 い 。
い ず れ に し て も 各 STAの Ch_aを 空 き 状 態 に し 、 か つ PHYモ ー ド を 20M_ch_aに 戻 せ ば 良 く 、 こ
れ 以 外 に も 制 御 フ レ ー ム や タ イ ム ア ウ ト を 組 み 合 わ せ た 複 数 の 実 現 方 法 が あ り え る 。

ま た 、 図 示 し な い が 、 40M ch Frameの 先 頭 に 20M ch Frameと 共 通 な PLCPヘ ッ ダ 部 分 を 設
け る こ と で 、 40M PHYモ ー ド で 送 信 す る 40M ch Frameの PHYヘ ッ ダ に 含 ま れ る Rateと Length
フ ィ ー ル ド が 、 20M STAお よ び 20M MIMO STAで も 受 信 解 釈 可 能 な よ う に す る こ と が で き る
。 20M STAお よ び 20M MIMO STAは 、 Lengthを Rateで 割 る こ と に よ り 算 出 さ れ る 時 間 、 PHYメ
デ ィ ア が 占 有 さ れ る と 解 釈 す る 。 こ の よ う な 構 成 に す る と 、 ch_bを 占 有 す る た め の F2と 、
40M ch開 放 の F3を 一 つ の 40M ch Frameに ま と め る こ と も で き る 。 つ ま り 、 20M ch Frameと
共 通 な PLCPヘ ッ ダ に 含 ま れ る Rateと Lengthを 、 20M ch_bを 占 有 す る 期 間 の 、 少 な く と も 一
部 を カ バ ー す る よ う に 、 か つ 送 信 す る フ レ ー ム 自 体 が 占 有 す る 時 間 よ り は 適 度 に 長 く な る
よ う に 設 定 す る 。 こ れ に よ り 、 20M ch_bに 存 在 す る 20M STAお よ び 20M MIMO STAは 、 Data
と Lengthで 計 算 さ れ る 期 間 を busyと 判 断 す る 。
　 20M ch Frameと 共 通 な PLCPヘ ッ ダ に 含 ま れ る Rateと Lengthは 、 当 該 フ レ ー ム の 本 当 の 伝
送 レ ー ト と デ ー タ 長 に 一 致 し て い る 必 要 は 無 い 。 な ぜ な ら 、 フ レ ー ム 本 体 を 受 信 で き る 40
M/20M MIMO STAと 40M/20M STAに は 、 40M ch Frameを 受 信 可 能 な 装 置 だ け が 理 解 で き る 方
法 で 、 本 当 の 伝 送 レ ー ト と デ ー タ 長 を 伝 え れ ば よ い か ら で あ る (な お 、 20M STAが 従 来 の 装
置 で 、 20M MIMO STAは 新 た な 仕 様 に 従 う 装 置 と す れ ば 、 20M MIMO STAに も 解 釈 可 能 な よ う
に 40M PHYフ レ ー ム を 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る ） 。 40M/20M STAお よ び 40M/20M MIMO STA
は 、 20M ch Frameと 共 通 な PLCPヘ ッ ダ 部 分 以 降 も 解 釈 可 能 で あ る 。 こ の 部 分 で 、 本 当 の 伝
送 レ ー ト (40M Rate)と デ ー タ 長 (40M Length)、 お よ び 40M chを 開 放 す る こ と を 伝 え る 。 40
M Rateと 40M Lengthは PHYヘ ッ ダ に 含 ま れ る が 、 40M chを 開 放 す る 旨 を 示 す 情 報 は 、 PHYヘ
ッ ダ の 情 報 の 一 部 と し て も 良 い し 、 MACヘ ッ ダ に 含 め て も 良 い 。
　 な お 、 20M STAが IEEE802.11aな い し IEEE802.11g仕 様 に 基 づ く と す る と 、 Lengthを 4095 
octets、 Rateを 6Mbpsと し た 場 合 が 最 大 の 期 間 (5.46msec)と な る 。 こ れ は 必 ず し も 40M ch 
Frame交 換 期 間 を 満 た さ な い か も し れ な い が 、 40M ch Frame交 換 期 間 に お い て も 、 20M PHY
フ レ ー ム と 共 通 な PLCPヘ ッ ダ 部 分 を 持 つ 40M PHY Frameを 交 換 し 、 そ の 20M PHYフ レ ー ム と
共 通 な PLCPヘ ッ ダ に 含 ま れ る Rateと Lengthを 、 引 き 続 く 40M ch Frame交 換 を 含 む よ う に 適
切 に 設 定 す る こ と と す れ ば 、 全 体 と し て 途 切 れ な く 40M ch Frame交 換 期 間 を カ バ ー す る こ



　

　

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ４
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ５
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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と が 出 来 る 。
ま た 、 40M期 間 終 了 を 示 す F4と 、 20M ch_b開 放 を 示 す F5も 一 つ の 40M ch Frameに ま と め

て よ い 。 こ の 場 合 、 20M STAお よ び 20M MIMO STAは 当 該 40M ch Frameの フ レ ー ム ボ デ ィ を
正 し く 復 号 で き な い の で 、 Dataと Lengthで 示 さ れ た 期 間 終 了 後 、 エ ラ ー リ カ バ リ ー の た め
に 規 定 さ れ て い る EIFS期 間 待 つ こ と に な り 、 通 常 よ り も 20M ch_bア ク セ ス を 行 な う 前 に 待
つ 期 間 が 長 く な る 。 こ れ を 避 け る た め に 、 Dataと Lengthで 示 さ れ る 期 間 を 本 来 の 40M ch F
rameが 占 有 す る 期 間 よ り も 短 く 設 定 し て も 良 い 。 ま た 、 40M ch Frame交 換 期 間 に 交 換 す る
40M ch Frameの 20M ch Frameと 共 通 な PLCPヘ ッ ダ 部 分 に 設 定 す る Rateと Lengthは 、 予 想 さ
れ る 40M期 間 終 了 を 超 え な い よ う に 設 定 す る べ き で あ る 。

こ の 構 成 で は 、 単 に フ レ ー ム 数 が 減 る だ け で は な く 、 40M/20M MIMO APの PHYモ ー ド 切 り
替 え を 、 図 6(b)に 示 す も の か ら 、 図 6(C)に 示 す PHYモ ー ド の 切 り 替 え と 同 様 な も の に 単 純
化 す る こ と が 出 来 る 。 40M/20M MIMO AP/STA、 40M/20M STAが 、 40Mと 20Mを 切 り 替 え て 使 う
際 に 、 20M ch_aが 40M chの 上 半 分 な の か 下 半 分 な の か を 、 AP毎 で は な く 、 例 え ば 仕 様 と し
て 全 体 が 従 う よ う に 決 め て し ま え ば 、 20M ch_aと 40M chを 切 り 替 え な が ら 使 う 必 要 は あ る
が 、 20M ch_bを 40M chと 切 り 替 え な が ら 使 う こ と は 考 慮 す る 必 要 が な く な り 、 実 装 が 容 易
に な る 可 能 性 が あ る 。
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